
全体総括

132.75

①経常収支比率
　経常費用の減少に伴い、前年度と比較し増加して
いる。良好な数値であり健全な経営状況にある。
②累積欠損金比率
　累積欠損金は発生していない。
③流動比率
　建設改良費等の未払計上が前年度と比較し増加し
たことにより減少しているが、概ね横ばいで推移し
ている。
④企業債残高対給水収益比率
　計画的な償還により年々減少傾向にある。
⑤料金回収率　⑥給水原価
　経常費用の減少に伴い給水原価が減少したことで
料金回収率が増加した。類似団体と比較しても良好
な数値となっている。
⑦施設利用率
　配水量の増加に伴い施設利用率も微増した。類似
団体よりも高い状態を維持しており、今後も投資計
画に基づく施設の統廃合等の検討を行っていく。
⑧有収率
　配水量が増加した一方で有収水量が減少したため
有収率が減少した。類似団体よりも低い状態で推移
しており、引き続き漏水調査を行い破管の修繕や老
朽管の布設替等を進め、有収率の向上を図る。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率　②管路経年化率
　減価償却率は年々増加傾向にあり、類似団体と比
較しても高い状況である。また、管路経年化率は耐
用年数を経過した管路により増加した。経年劣化し
た管が漏水の原因になっているため、管路やその他
固定資産も含め更新等を計画的に行っていく。
③管路更新率
　更新率は減少傾向にあり、類似団体と比較しても
低い状況である。計画的に漏水調査を実施し、漏水
箇所の特定及び耐震化等を含む管路・施設の更新を
計画的に行っていく。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　経営の健全性・効率性について、経常収支比率・
料金回収率等の指標では年毎の変動はあるものの、
類似団体と比較し大きく上回っており、概ね健全な
経営状態にある。
　一方で、老朽化の状況については、老朽化や法定
耐用年数に近くなっている管路等を示す指標が年々
増加傾向にあるが、管路更新率は低い状態で推移し
ている。
　老朽化に伴う漏水等により有収率が低い状態で推
移していることから、水道ビジョンやアセットマネ
ジメントに基づき、管路の維持管理及び更新、施設
の耐震化等を実施していく。

713.57 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 83.65 98.72 3,348 94,727

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

96,249 331.78 290.10 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.52 0.55 0.41 0.28 0.21

平均値 0.63 0.60 0.56 0.60 0.53

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 121.80 124.79 121.99 117.70 120.06

平均値 111.17 110.91 111.49 109.09 109.05

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 49.62 50.53 52.03 53.35 54.56

平均値 48.55 49.20 50.01 50.99 51.79

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 9.94 10.45 9.57 10.01 14.36

平均値 17.11 18.33 20.27 21.69 23.19

①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.78 0.92 0.87 0.93 1.02

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 297.14 371.96 327.32 336.92 311.27

平均値 360.86 350.79 354.57 357.74 344.88

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 357.93 350.30 295.56 260.88 227.33

平均値 309.28 322.92 303.46 307.28 304.02

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 115.60 110.28 115.38 110.46 113.08

平均値 103.32 100.85 103.79 98.30 98.89

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 154.40 149.41 153.40 160.46 156.83

平均値 168.56 167.10 167.86 173.68 174.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 74.01 76.62 76.62 75.81 77.69

平均値 59.51 59.91 59.40 59.24 58.77

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 81.37 80.05 78.97 79.56 77.07

平均値 87.08 87.26 87.57 87.26 86.95

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】



①有形固定資産減価償却率
　平成28年度に法適用を開始して以降、減価償却を
行っているため上昇傾向である。
②管渠老朽化率
　法定耐用年数を経過した管渠はない。
③管渠改善率
　耐用年数を経過した管渠がないこともあり前年度
と同じ値となっている。今後も道路改良工事に伴い
支障となる管渠の更新を実施していく。

　短期間で整備工事を行ってきたことから、将来的
に更新時期が集中することが想定されるため、計画
的にカメラ調査や適切な維持管理をし、長寿命化対
策に取り組む。2. 老朽化の状況

全体総括

　公共下水道事業は、経常収支比率が平成28年度の
法適用以降、100％以上の水準を保っており、安定
して収益が確保できている。
　また、管渠の整備工事を短期間で行ってきたこと
から、今後は更新需要の増加が想定される。ストッ
クマネジメント計画に基づき、施設の更新を進めて
いく。
　今後も「安曇野市下水道事業経営戦略」に基づ
き、計画的に事業を遂行し、水洗化率の向上、施設
の長寿命化のための適切な維持管理と経費削減に取
り組み、健全で持続可能な経営を図っていく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 60.45 81.09 100.00 3,960

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

77,811 27.79 2,799.96 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　営業外収益の一般会計繰入金が減少したため経常収
支比率が減少したが、下水道使用料等の営業収益は増
加しており、類似団体と比較しても健全な経営状況で
ある。
②累積欠損金比率
  累積欠損金は発生していない。
③流動比率
　前年度に比べ増加しているが100％を大きく下回る
状況である。今後も財政計画に基づき、計画的な企業
債の償還を予定している。
④企業債残高対事業規模比率
　短期間（平成２～30年度）に施設整備を推進してき
たことから、高い比率を示しているが、計画的な企業
債の償還により徐々に低下してきており、今後もさら
に低下する見込みである。
⑤経費回収率、⑥汚水処理原価
　営業収益の下水道使用料増加により経費回収率が
100％を超え、汚水処理費が下水道使用料で賄えてい
る状況にある。今後についても、維持管理費の削減に
努めていく必要がある。
⑦施設利用率
　低い状況が続いている。今後はさらなる人口減少が
予想されるため、下水道処理施設の統廃合事業を進め
ていき、経営の効率性を高める必要がある。
⑧水洗化率
　下水道未接続者へのダイレクトメール発送等の継続
により、水洗化率が微増した。今後も下水道接続促進
に取り組む。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

96,249 331.78 290.10 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bd2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.12 0.21 0.15 0.12 0.12

平均値 0.12 0.15 0.06 0.09 0.16

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

122.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 119.26 117.21 117.97 117.67 115.81

平均値 107.15 109.91 108.61 109.58 107.74

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 11.09 13.74 16.32 18.90 21.43

平均値 17.24 15.29 17.81 19.96 19.12

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.11 0.11 0.64 0.83 1.54

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 15.68 9.42 11.49 5.35 6.17

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 38.70 39.04 36.53 37.07 44.73

平均値 46.82 47.61 52.69 59.45 68.13

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 1,547.59 1,425.46 1,321.14 1,215.46 1,116.74

平均値 1,028.05 1,092.22 998.38 925.32 932.94

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 99.61 99.40 89.72 99.53 100.48

平均値 94.73 97.53 95.92 96.98 103.51

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 196.09 195.73 217.37 196.51 195.06

平均値 160.91 155.83 156.75 153.54 151.82

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 39.19 39.92 39.75 40.42 40.08

平均値 61.40 61.51 51.20 57.32 51.61

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 87.69 88.65 89.23 89.89 89.98

平均値 86.28 85.82 85.03 85.96 85.14

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.91】 【3.03】 【78.43】 【630.82】

【95.91】【58.94】【138.75】【97.81】

【41.09】 【8.68】 【0.22】



①有形固定資産減価償却率
　平成28年度に法適用を開始して以降、減価償却を
行っているため上昇傾向である。
②管渠老朽化率
　法定耐用年数を経過した管渠はない。
③管渠改善率
　前年度と同率であり、今後も道路改良工事に伴い
支障となる管渠の更新を実施していく。

　短期間で整備工事を行ってきたことから、将来的
に更新時期が集中することが想定されるため、計画
的にカメラ調査や適切な維持管理をし、長寿命化対
策に取り組む。

2. 老朽化の状況

全体総括

　特定環境保全公共下水道事業は、経費回収率が類
似団体と比較して良好であり、続けて適正な使用料
収入の確保及び維持管理費の削減に努めていく。
　また、将来的に更新需要の増加が想定されるた
め、ストックマネジメント計画に基づき、計画的に
更新を進めていく。
　今後も「安曇野市下水道事業経営戦略」に基づ
き、計画的に事業を遂行し、水洗化率の向上、施設
の長寿命化のための適切な維持管理と経費削減に取
り組み、健全で持続可能な経営を図っていく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 55.67 8.12 85.07 3,960

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

7,789 3.27 2,381.96 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　施設の維持管理費が増加したため経常収支比率が
減少した。ただし、100％を超えているため安定し
て収益が確保できており、健全な経営状況である。
②累積欠損金比率
　累積欠損金は発生していない。
③流動比率
　建設改良費等の未払計上増加により流動比率が減
少した。ただし、企業債の償還を計画的に行ってい
るため、今後も100％以上を維持できる見込みであ
る。
④企業債残高対事業規模比率
　受託工事収益の増加により比率が微増した。短期
間（平成11～30年度）に施設整備を推進してきたこ
とから高い比率を示しているが、計画的な企業債の
償還により低下していく見込みとなっている。
⑤経費回収率、⑥汚水処理原価
　維持管理費の増加により汚水処理原価が微増した
が、使用料収入も増加したため経費回収率も微増し
た。今後も適正な使用料収入の確保及び維持管理費
の削減に努めていく。
⑦施設利用率
　特定環境保全公共下水道は流域下水道へ接続して
おり、処理場を保有していない。
⑧水洗化率
　水洗便所設置済み人口の微減により、水洗化率も
微減した。今後も下水道未接続者へのダイレクト
メールの発送等により下水道接続促進に取り組む。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

96,249 331.78 290.10 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.45 0.01 0.05 0.07 0.07

平均値 0.36 0.39 0.10 0.08 0.06

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 125.41 124.26 125.88 125.06 122.31

平均値 102.73 105.78 106.09 106.44 107.11

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 10.06 12.70 15.21 17.81 20.44

平均値 24.68 21.36 22.79 24.80 26.77

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 8.62 0.01 0.01 0.02 0.07

①経常収支比率(％)

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 94.97 63.96 69.42 72.86 69.54

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 131.28 129.11 130.04 127.87 121.96

平均値 47.72 44.24 43.07 45.42 50.63

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 2,346.98 2,229.33 2,122.41 1,937.18 1,970.50

平均値 1,206.79 1,258.43 1,163.75 1,195.47 1,168.69

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 87.99 88.92 88.24 88.69 88.83

平均値 71.84 73.36 72.60 69.43 70.71

200.00

205.00

210.00

215.00

220.00

225.00

230.00

235.00

240.00

245.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 218.95 216.11 218.08 217.82 218.09

平均値 228.47 224.88 228.64 239.46 233.15

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - - - - -

平均値 42.47 42.40 42.28 41.06 42.09

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 56.88 59.47 61.26 64.89 64.81

平均値 83.75 84.19 84.34 84.34 84.73

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.09】 【65.73】 【48.91】 【1,156.82】

【86.21】【43.28】【215.73】【75.33】

【29.62】 【0.09】 【0.11】



①有形固定資産減価償却率
　平成28年度に法適用を開始して以降、減価償却を
行っているため上昇傾向にある。
②管渠老朽化率
　法定耐用年数を経過した管渠はない。
③管渠改善率
　管渠の更新等はなかった。

　短期間で整備工事を行ってきたことから、将来的
に更新時期が集中することが想定されるため、計画
的にカメラ調査や適切な維持管理をし、長寿命化対
策に取り組む。

2. 老朽化の状況

全体総括

　農業集落排水事業は、今後の人口減少等に伴い使
用料収入の増加は見込めないため、維持管理費を削
減等していく必要がある。
　また、短期間で整備工事を行ってきたことを踏ま
えると、来年度以降も更新需要は増加していくこと
も想定されるため、ストックマネジメント計画に基
づく施設の更新や下水道処理施設の統廃合を進め、
経営の効率化を図る。
　今後も「安曇野市下水道事業経営戦略」に基づ
き、計画的な事業の遂行、施設の長寿命化のための
適切な維持管理と経費削減に取り組み、健全で持続
可能な経営を図る。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 80.88 2.76 100.00 3,960

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

2,645 0.91 2,906.59 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　下水道使用料は減少傾向にあるが、一般会計繰入
金の増加により、経常収支比率が増加した。
②累積欠損金比率
　累積欠損金は発生していない。
③流動比率
　現金預金等の増加に伴い流動比率も増加したが、
低い状態で推移している。100％を大きく下回る状
況だが、財政計画に基づき使用料収入や一般会計繰
入金等の原資で計画的な企業債償還を予定してい
る。
④企業債残高対事業規模比率
　短期間（平成4～13年度）に施設整備を推進して
きたことから高い比率を示しているが、計画的な企
業債償還により減少していく見込みである。
⑤経費回収率　⑥汚水処理原価
　委託料等の増加に伴い汚水処理原価が増加した。
また、使用料の減少に伴い経費回収率も減少してい
る。類似団体比較で良好な値ではあるが、維持管理
費の削減に努めていく。
⑦施設利用率
　類似団体と比較しても低い状態で推移している。
将来的にさらなる人口減少が予想されるため、今後
は下水道施設の統廃合を進め、経営の効率性を高め
る必要性がある。
⑧水洗化率
　水洗化人口と汚水処理区域内人口が共に減少する
傾向にあり、横ばいでの推移が見込まれている。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

96,249 331.78 290.10 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.02 0.25 0.05 0.03 0.03

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 119.66 112.77 106.49 113.48 129.77

平均値 103.60 106.37 106.07 105.50 106.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 16.29 18.40 81.65 24.02 26.81

平均値 23.06 20.34 21.85 25.19 25.46

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

0.20

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.19

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 193.99 139.02 132.04 145.43 129.89

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 44.48 18.97 8.12 15.82 45.59

平均値 26.99 29.13 35.69 38.40 44.04

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 1,388.12 1,151.00 977.18 743.58 624.08

平均値 826.83 867.83 791.76 900.82 839.21

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 100.00 89.00 79.66 92.63 84.93

平均値 57.31 57.08 56.26 52.94 52.05

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 194.45 218.29 244.26 210.32 230.79

平均値 273.52 274.99 282.09 303.28 301.86

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 45.72 45.84 44.69 44.05 42.65

平均値 50.14 54.83 66.53 52.35 46.25

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 95.87 95.97 96.03 96.27 92.36

平均値 84.98 84.70 84.67 84.39 83.96

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.44】 【124.06】 【42.02】 【785.10】

【87.54】【49.87】【271.15】【56.93】

【28.42】 【0.08】 【0.02】



①有形固定資産減価償却率
　平成28年度に法適用を開始して以降、減価償却を
行っているため増加傾向である。
②管渠老朽化率　③管渠改善率
　合併処理浄化槽のため該当なし。

　合併処理浄化槽の設置から18年が経過し、機械設
備の劣化等により修繕費は増加傾向にある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　特定地域生活排水事業は、今後の人口減少に伴う
使用料収入の減少や、浄化槽の設備の経年劣化に伴
う維持管理費の増加が見込まれる。次年度以降も、
経常収支比率や経費回収率はさらに悪化していく見
込みであり、経営の健全性の維持が課題となる。
　今後も使用料収入の増加や維持管理費等の効果的
な経費削減は見込めないため、抜本的な対策の検討
が必要となり、個人設置型の合併処理浄化槽との公
平性を考慮した検討を進めていく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 65.67 0.06 100.00 3,960

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

56 0.02 2,800.00 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　使用料収入は前年度並みとなったが、浄化槽費の
増加により経常収支比率が減少した。
②累積欠損金比率
　累積欠損金は発生していない。
③流動比率
　前年度と比較し、委託料等の未払計上が増加した
ことにより流動比率が減少した。
④企業債残高対事業規模比率
　平成17年以降、企業債の借入れは行っていない。
計画的な償還により、今後も徐々に減少していく見
込みである。
⑤経費回収率　⑥汚水処理原価
　前年度に比べ、浄化槽費が増加したことに伴って
汚水処理原価が増加し、経費回収率が減少した。今
後使用料収入の減少や劣化に伴う修繕費等の増加を
鑑みると抜本的対策の検討が必要である。
⑦施設利用率
　ここ数年は前年同値であるが、今後の人口減少に
伴い減少傾向となる見込みである。
⑧水洗化率
　特定地域生活排水事業では、現在処理区域内人口
に対して合併処理浄化槽が全戸に設置されているこ
とから、100％となっている。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

96,249 331.78 290.10 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
長野県　安曇野市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 104.35 107.79 107.00 111.27 105.93

平均値 93.76 99.03 100.41 100.17 96.95

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 15.68 19.60 23.52 27.44 31.36

平均値 16.63 15.74 21.02 24.31 26.92

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 173.09 74.24 83.92 89.31 91.33

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 227.38 210.51 225.24 226.46 209.76

平均値 117.39 100.47 122.71 138.20 126.97

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

2,000.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 1,727.52 1,655.59 1,580.72 1,519.79 1,402.11

平均値 421.25 294.27 294.09 294.09 338.47

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 51.61 55.20 53.72 58.06 51.66

平均値 53.23 60.59 60.00 59.01 56.06

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 374.95 352.81 365.78 339.53 383.25

平均値 283.30 280.23 282.71 291.82 304.36

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 41.18 41.18 41.18 41.18 41.18

平均値 55.96 58.19 56.52 88.45 54.08

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 60.12 87.80 88.43 90.34 90.57

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【96.62】 【111.69】 【111.29】 【349.83】

【85.31】【54.61】【307.86】【53.65】

【25.25】 【-】 【-】


